
第１回学校訪問にみる各学校における取組 佐伯市立彦陽中学校

彦陽中学校では、育成を目指す資質・能力を「自治（自ら気づき、考え、実行し、課題を解決する）・向上（目標を掲げ、夢・志を実現しようとする）・協力（自他を尊重
し、学校と郷土を愛する）」と設定し、振り返り・表現活動・地域貢献等の充実を図っている。

取組概要

【学校マネジメントの工夫】
◆学校評価の４点セットが学校の教育目標達成のための最上ツールである
ことの共通理解を図り、チームごとに達成状況・取組状況の確認や検証・
改善を行うとともに、検証・改善サイクルを年間５回位置付けている。

◆達成指標に対する達成状況の確認の視点をあらかじめ示し、全教職員
での共通理解を図っている。

工夫・ポイント

◆毎日の朝学習や授業において、努力を要する生徒の実態に即した手立
てを工夫し、個に応じた指導を充実させている。

◆部活動の指導を、週の中で主担当と副担当がそれぞれ指導する曜日を
設定するなどして、業務改善を図っている。

特徴的な活動

◆取組状況や達成状況の確認について、例えば生徒個人のアンケート回
答推移とその要因分析等を行い、検証・改善に活かすことつなげることが
考えられる。

◆授業評価結果を生徒と教員で共有し学習目標を立てたり、生徒会を
活用した取組を位置付けたりするなどの生徒とともに創る授業づくりの取組
等、生徒の自己肯定感を高めるための取組を行うことも考えられる。

関係者の声

自学ノートの掲示・共有

学校の教育目標を踏まえた学年目標 1人１台端末活用

校内に体幹調べコーナー

朝学習で個に応じた指導


